
 新型インフルエンザは、パンデミックとして流行後、一定期間を経て季節性インフルエンザとなる 
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1933年、ヒトのインフルエンザウイルス発見 
▼ 

1902年、鳥のインフルエンザウイルス発見 
▼ 

（参考） 新型インフルエンザ等有識者会議医療公衆衛生分科会（第2回）／社会機能分科会（第2回） 
（※） The Lancet June 2012 http://www.thelancet.com/journals/laninf/article/PIIS1473-3099(12)70121-4/abstract 

２０世紀以降に発生した新型インフルエンザなどについて 

（旧）アジアインフルエンザ 

（旧）香港インフルエンザ 

プエルトリコインフルエンザ 

流行期間 通称 
死亡者数 

（ ）内は日本国内 
致死率 

1918～ 
1919年 

スペインインフルエ
ンザ 

4,000万人 
（約39万人） 

約2％ 

1957～ 
1958年 

アジアインフルエン
ザ 

200万人以上 
（約7,700人） 

約0.53％ 

1968～ 
1969年 

香港インフルエン
ザ 

100万人以上 
（約2,000人） 

0.5％以下 

2009～ 
2010年 

新型インフルエン
ザ（A/H1N1） 

（199人（日本）） 
※平成22年8月22日時点 

約0.01％（日本） 
※推計り患者数2,077万人 

有識者会議（第２回） 

参考１ 



人口動態の年次推移（総死亡数、総死亡率（人口千対））（1900（明治33）～2010（平成22）年） 

厚生労働省 平成22年（2010）人口動態確定数の概況(平成23年12月1日)など 
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インフルエンザによる死亡数及び死亡率の年次推移（1900（明治33）～2010（平成22）年） 

青森県の死亡率（右） 

全国の死亡率（右） 死亡数（左） 

2009（平成21）年 

関東大震災 
大正12年 

阪神・淡路大震災 
平成7年 

香港インフルエンザ 
昭和43～45年 

アジアインフルエンザ 
昭和32年 

死亡率（右） 

死亡数（左） 
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スペインインフルエンザ 
大正7～10年 
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亡
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拡大 

２０世紀以降に発生した新型インフルエンザによる影響（日本） 



香港インフルエンザ 

アジアインフルエンザ 

3 

全 国 （人口約5,500万人） 青 森 県 （人口約79万人） 

患 者（人） 死亡者（人） 致死率（％） 患 者（人） 死亡者（人） 致死率（％） 

第一波 
自1918.8 

至1919.7 
21,168,398  257,363  1.22  378,030 4,588  0.77  

第二波 
自1919.9 

至1920.7 
2,412,097  127,666  5.29  11,776  1,554  13.02  

第三波 
自1920.8 

至1921.7 
224,178  3,698  1.65  3,385  68  2.01  

計 23,804,673  388,727  1.63  393,191  6,210  1.58  

スペイン・インフルエンザの流行の状況（日本における流行の第一波から第三波まで） 

米国疾病管理センター 人口動態統計 http://www.cdc.gov/nchs/deaths.htm 
「流行性感冒」（内務省衛生局、1922年。国立保健医療科学院貴重統計書）http://www.niph.go.jp/toshokan/koten/Statistics/10008882.html 

米国の1918年／1957年／1968年の年齢階級別インフルエンザ・肺炎死亡率（人口10万対） 

スペインインフルエンザ 

香港インフルエンザ 

アジアインフルエンザ 

W-shaped mortality curve 
と呼ばれる、 

若年成人で突出した死亡率 

戦争などで 
一時的に若年層が多く死亡した場合、 

一時的に平均寿命が低くなる 

米国の平均寿命の推移（1900～2000年） 

スペインインフルエンザ 

スペインインフルエンザの特徴 


